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「茅ヶ崎市ごみ減量化基本方針」を策定中「茅ヶ崎市ごみ減量化基本方針」を策定中

「茅ヶ崎市ごみ減量化基本方針」の主な内容「茅ヶ崎市ごみ減量化基本方針」の主な内容

ごみの削減目標
2033年までに…

方針策定に向けたスケジュール（予定）方針策定に向けたスケジュール（予定）

2018.4月～
2019.6月 7月

「ごみ処理の課題」に関する
意見交換会がスタート

10月頃～

素案説明会の
実施

2020.1月頃

パブリックコメントの
実施素案の作成

4月頃

方針の策定

廃棄物減量等推進
審議会より答申

説明会やパブリックコメントで
皆さまからのご意見を
お聞かせください

　ごみの減量は、地球規模の普遍的な取り組みですが、最終処分場の埋立期限が迫り、施設の老朽化が進む中で、将来にわたって
安定的にごみ処理を継続していくためには、これまで以上にごみの減量を強力に推し進める必要があります。
　このような状況の中、ごみの減量に向けた様々な取り組みを実施してきましたが、既存の取り組みだけでは、大幅なごみの減量を
達成することは困難です。そのため、更なるごみの減量につながる新たな施策について「茅ヶ崎市ごみ減量化基本方針」としてとりま
とめ、ごみの減量を進めます。

●市民・事業者の皆さまの4R活動を
後押しするため、説明会を実施する
など、更なる啓発の強化に努めます

家庭系ごみ
2017年度比25.0％減
（46,093㌧→34,570㌧）

事業系ごみ
2017年度比50.0％減
（9,884㌧→4,942㌧）

ごみ通信ちがさきなどの各種広報
媒体、環境フェアなどの各種イベン
ト、自治会向けの出前講座や小学
生向け環境学習などによる啓発

啓発の強化

啓発手法の事例

施策 1

●資源化を進めるため、2021年以降、
剪定枝（植木の枝や幹など）のリサイ
クルを行います

●収集量を増やすため、資源物の収集
方法を見直します

新たな分別・
資源化の実施

施策 2

●更なるごみの減量を進めるため、
2022年4月より、ごみの有料化を導
入し、併せて、ごみ処理手数料を改
定します

●有料化に伴い、制度の周知啓発や不
法投棄の対策を強化します
　また、手数料収入の
使途などの情報を公
開します

ごみ有料化の実施

施策 3

●更なるごみの減量と受益者負担の適正化を図るため、2022年4月より、直接搬入ごみと大型ごみの処理手数料を改定します
●戸別収集は、費用面などから、現段階での導入を見送り、引き続き検討を行い、代替施策として、安心まごころ収集制度の拡充や
　ごみ（資源物）集積場所の設置基準を見直します

ごみ排出量は年々減少傾向にありますが、
ごみの中には、まだまだリサイクルできる

ものが含まれていることが分かっています。一方で、
ごみ処理に要する費用は増加傾向にあり、毎年30億
円以上の費用がかかっています。

2033年に最終処分場が埋立期限を迎える
と、以降は灰の全てを市外で処理するのに多

額の費用が必要になります。他のごみ処理施設は老朽
化のため、同時期までに順次施設の更新が必要です。
厳しい財政状況と今後の費用増大を背景として、大幅
なごみ減量による費用削減と財源確保が必要です。

ごみ処理費用の一部を、ごみ排出者である市
民の皆さまより、手数料としてご負担いただく

制度です。その効果は、ごみの排出抑制や再生利用の
促進、排出量に応じた負担の公平化、市民・事業者の
皆さまの意識改革、ごみ処理費用の低減、財源確保とな
ります。有料化は全国の6割の自治体で導入されており、
県内で導入している大和市・藤沢市・鎌倉市・逗子市では、
ごみの減量に大きな成果をあげています。

2033年ごみ処理の危機！？

ごみ処理手数料の改定・戸別収集の代替施策の実施

循 環 型 社 会 の 形 成 を 目 指 し て

せん てい  し

　昨年度に実施した意見交換会の様子、アンケートの結果、
廃棄物減量等推進審議会への諮問・答申や「茅ヶ崎市ごみ
減量化基本方針」の内容は、市のホームページに掲載してい
ます。
　是非、この機会にご覧ください。

2033年ごみ処理の危機（茅ヶ崎市公式HP内）
http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/kan
kyo/1030220/index.html

FAQ
市のごみ処理の現状は
どうなっている？

市が抱えるごみの課題って？

ごみ有料化とは
具体的にどういうこと？併用

施策

ごみ通信ちがさき 32



7
7

（　　　　　）破砕したチップを販売しております。
幹チップはマルチング等に・葉チップ、粉砕物は堆肥等に
利用いただけます。薪用の丸太もご提供致します。

破砕チップはボイラー燃料や堆肥原料となります。

8
剪定枝（枝葉・草等）を受入れ破砕しリサイクルします。

担当  佐野

ごみ通信ちがさきは古紙を含んでおり、
環境インクを使用しております。

INFORMATION
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　台所から出る生ごみをたい肥化・減量
化できる生ごみ処理容器、家庭用生ごみ処
理機の購入費の一部を助成しています。
　詳しくは、資源循環課までお問い合わせ
ください。

生ごみ処理容器、
家庭用生ごみ処理機の購入費補助について

　キャップが簡単に取り外せる容器
は、カラスに狙われ、油が漏れて、集
積場所が汚れる原因
となります。

　必ずペットボトル（スクリューキャップ式）で
出してください。

　環境事業センターでは、炎や煙
が発生する件数が年々増加して
います。発火の主な原因は、分別
せずに排出された充電式リチウ
ムイオン電池と考えられます。
　充電式電池はリサイクルできる
貴重な資源で、リサイクルマークが付いています。使用済みの
小型家電等から取り外した充電式電池もリサイクルできます。
　リサイクルの方法は、販売店にお問い合わせいただくか、
電器店・スーパーなどの充電式電池リサイクルボックスへ
入れてください。市民の皆様の分別によるリサイクルにご協力
をお願いします。

　寒川広域リサイクルセンターに搬入されたプラス
チック製容器包装類は、袋を破り、手作業で異物や汚
れた物を取り除く作業をしています。

　作業員が怪我をする恐れのあるヒゲソリや注射器、火災の原
因となるライターなどが多く見受けられます。
　危険ですので、絶対に混ぜないでください。

マイバッグを持って
お買い物しよう

　スーパーなどでもらうレジ
袋。そのままごみとして捨てて
いませんか？
　マイバッグを使うと、ごみの減
量にも役立ちます。

　消火器は2020年4月より市で収集・処理するものから、消火
器メーカー等が実施している「廃消火器リサイクルシステム」
による処分に変わります。

　 詳しくは、消火器リサイクル推進センター
　　　　　　　　　　 　☎03-5829-6773

　 市内の持ち込み先（2020年4月より）
　 【お問い合わせ】
　　 株式会社長生運送　 ☎0467-58-5761
　　　　　　　　　　 　 茅ヶ崎市萩園1162

eco

適正なごみの分別、排出、処分に
ご協力をお願いします！

廃食用油廃食用油 プラスチック製容器包装類の中に…プラスチック製容器包装類の中に…

燃やせないごみの中に…燃やせないごみの中に…

消火器の処分方法が変わります消火器の処分方法が変わります

各種リサイクルマーク

ニカド電池 ニッケル水素電池 リチウムイオン電池

小型充電式電池リサイクルBOX
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